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40周年記念事業「アルパック
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全所の降く活動で地域再生に献します

代表取締役会長金井萬造

旧年中は、アルパックの40周年の記念事業と役

員世代の若がえり等で、大変お世話になり、ありが

とうございました。昨年の前半は社長として新しい

体制づくりと自分の新Lい役割、会長としての原点

に立ったあり方を考え、後半は新アルパック体制が

順調に展開されていくために注力する一年でした。

さて近年、地域の再生にはより多くの人の知恵と

努力が大切になってきていると痛感しております。

業務ではまさに、地域が元気になり地域の資源や

人々の情熱が発揮されて、地域経済の活性化に結び

つけていく方法を学び実践する一年でした。

各地の成功事例を研究するなかで、地域を活性化

させたいという情熱を持った人材を発見する「人材

カ」の眼力を持ち、地域を運営・経営していく組織

づくり、資源に付加価値をつけて、地域の人々が自

分の地域を誇りとして確認、し、発信していく過程で

自信や確信になり、財貨をかせぐ地域商品と市場開

拓に結びつけるシステムをつくり上げていくことの

大切さ、重要さを学びました。研究分野では、産業

振興、観光振興の検討の機会に恵まれました。多く

の方々、大学の先生方、地城の行政、経済人、住民

やNPO、ポランティア団体との出会いがあり、多

くの知識を吸収しました。

アルパックは、地域の再生に向け地域の構成員が

連携してその持てるものを発揮する、「地域の「内

発的連ぢU の再構築」に努力したいと思います。地

域でより大きな成果をあげるため、全所員が眼を輝

かせて厳しい状況の中でも楽しく、協働の力を発揮

できる状況づくりに努力してまいります

新年にあたり皆々様のより一層のご活躍を祈りま

すとともに、アルバックへのご指導の程お願い申し

あげます

＼__ノ
個を活かす造企業・アルパックをめざしτ

代表取締役牡長杉原五郎

梅田望夫さん(1T分野の知的リーダー、シリコ

ンバレー在住)が「ウェブ進化論」に続いて著した

「ウェプ時代をゆく~いかに働き、いかに学ぶか」(ち

くま新書)を読みました。オプティミズム(楽天主

義)を基本に、日々進化しつつあるウェプ世界をり

アルに生き生きと語っています。「新しい事象を積

極的に未来志向でとらえ、挑戦する若い世代を励ま

しつつアドバイスを与えることのできるく知的で明

るい大人>が増えなけれぱ、未来の創造はできない。」

ハーバード・ビジネススクールのクリストファー・

A ・バートレット教授らがまとめた「個を活かす企

業」(ダイヤモンド社)は、これからの企業変革の

方向を考える上で示唆に富んでいます。世界の20

社を越える数百人のマネージャーへのインタビュー

をもとに、情隷化と知識に基づく競争の時代におけ

る、企業戦略と企業マネージメントのあり方を深く

分析・洞察しています個を活かす自律的企業組織

の創造が重要との結論です。

アルパックは、本年、創業41年目を迎えます

昨年末の40周年記念事業「アルパック・タグポー

ト・フォーラムでは、まちづくりの最新情報を発

信・交流するとともに、ご出席いただいた方々に新

たな出会いと感動を提供することに努めました
^

、^

の成果を受け継いで、個を活かす創造企業としてア

ルパックをさらに発展・進化させていきたいと考え

ています。引き続き、ご指導・ご支援をお願いします
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ネットワーク蓄積

取締役相談役三輪寮司

アルパックは、如周年を経ましたひとえに、

皆様のおかげです。心、より感謝申し上げます

40年やってきますと、良いことも、良くないこ

とも見えてきました。

アルパックは、創業期から間口がむちゃくちゃ広

くて、どれもこれも奥行きがなく、深めるために懸

命に勉強しなけれぱなりませんでした。今は、それ

ぞれ蓄積が出来、仕事に掛かるりード,オフが早く

なり、リード・タイムも短くなって、この節の超低

委託費の中で、なんとかご期待に応えながら凌いで

いますさらに、組織はもっと蓄積を整備L、個人

はもっと勉強し、知的再生産に力を注げるようにし

ないと、と思います。

あらゆる所で、モラル・ハザードとともに、能力

の低下・枯渇・疲弊が、怖ろしい勢いで進んでいま

す原因はルールなき競争です

昨年から京都市の「新景観政策が注目されてい

ます街を歩いてデザイン・サーベイをして判った

こと地域住民との対話が足りないこと。"建築士"

がデザインを勉強していないこと対話や勉強をす

る余裕がないのです

好循環に返るのは、庶民の行動原理に従うこと

蓄積として整備し、勉強せがるをえないように追い

込んで行くことです。多少面倒ですが、お金だけで

なく、「総合評価方式」のような評価・選定のルー

ルでしょう。

それで景観政策は完成するでしょう

言えば言っただけ、跳ね返ってくるのも世のなら

わし。建築士たち、アルパックとその社員そして自

分自身も学習しないといけません

40年のネットワークの蓄積は、たいへんなもの

です。活かせるように整える仕事も"出来高"にな

りませんので、たいへんな作業です

誰かがでなく、先ず"己から"

年頭にあたっての決意です

＼__ノ
京都からおもしろく

京都務所長松本明

昨年7月、京都事務所の事務所長を拝命いたしま

した京都はいま、全国にユニークな情報を発信し

ています高さ・眺望・デザインなど総合的な「新

景観政策」のスタート、目抜き通りの四条通でのト

ランジットモールを展望した交通社会実験、観光客

5000万人構悲、の着実な推進、市内各所での町衆主

導の個性あるまちづくり、学校跡地等を活用したユ

ニークな施設づくりなどなど。「古都」の財産を守

り受け継ぎながらも、ありきたりではあきたらない

京都の人々の心意気が、こうしたチャレンジを後押

ししているのではないかと思、います。

京都と地域を引っ張るタグ・ボートの一隻として、

今後とも所員一同、兀気一杯でまちづくり・建築づ

くりに取り組んでまいります。宜しくお願い申し上

げます

関西から再生の風を吹かせましょう

大阪事務所長纛脇宏

大阪事務所は、昨年、設立35周年を迎えました

36人の所員を攘し、 6つの計画部ごとに得意分野

を充実させ、地域振興、行財政、都市計画、市街地

整備、産業、観光、社会福祉、交通、住宅、廃棄物、

自然管理、景観、まちなみ、ユニバーサルデザイン

等、様々な分野で各地のお手伝いをしています

昨年の関西は、好調な家電のニュースもありまし

たが、個人消費の低迷は続き、老舗料亭の偽装など、

残念な話題の提供も多かったように思います。

こうした閉塞感の打開をめざし、関西から都市

再生、地域再生の風を吹かせるため、大阪事務所の

多様な分野の総合力や多彩なネットワークを活かし

て、楽しみながら貢献Lていきたいと思0てぃます

本年も引き続き、ご指導、ご支援、ご協力くださ

いますよう、お願いいたします
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今年も地域の再生と創造にチャレンジします

名古屋事務所長尾関利勝

新年のお祝いとともに、旧年中のご厚情に感

謝申しあげます。おかげさまで名古屋事務所も

開設以来、四半世紀を迎えます。名古屋圏は好

調な製造業に支えられて「元気名古屋」と言わ

れる反面、サービス業や自治体財政はまだ厳し

い局面にあります。

また、都市開発では名古屋駅前の超高層ラッシュ

＼__ノ

新年のご挨拶

東京事務所長兼取締役計画部長堀口浩司

昨年の秋より、東京事務所では新宿、多摩、祁奈

川と3つの分室において、それぞれ地域とテーマ

を分担して活動Lております。新宿では桃薗、多

摩は小林・黒崎、神奈川は野口がそれぞれの得意

な領域を活かし、そのときどきに連携しつつ活動

しております

の他、都心、のワフンドによるビル建設は少しかげり

を見せています。合併に期待した中山間地域もこれ

からが正念場です。

経済もまちづくりも二極化が進む中、短期経済政

策だけではない長期的視座に立つ地域再生が求めら

れてぃると実感します。厳しい環境にある事務所経

営とともに、地域の再生と創造に今年もチャレンジ

して参ります。引き続き皆様方の暖かいご支援をお

願い申しあげます。

今年も新しい仕事にチャレンジ

九州事務所長・(株)よかネット代表取締役

山田龍雄

最近、銀行の方に話を聞くと、昨年に比べて設備

投資などで借入する業者は増えているそうで、少し

福岡も景気が上向いてきているのではないかと思い

ます。また、トヨタ、ダイハツ、日産など自動車産

業の進出及び生産拡大にともなって関連企業にも波

及L、これまで塩潰けされていた工場用地が売れて

私(堀口)は仕事のフィールドが大阪と兵庫地域

であるため、ほとんどの時間は大阪事務所におりま

すが、月に何度か東京と大阪を移動しながら、それ

ぞれの地域の情報交換や仕事の連携の橋渡しをする

ことが役割のひとつとなっています

東京のエネルギーと関西の深い1床わいがブレンド

されると、いい地域づくりができるのになあと考え

ています。今年もよろしくぉ願いします

4 ●ひと・まち・地域

いるとの話を聞きます。この景気好調の波は、コン

サルタント業界には、まだ届いていないようです

昨年度は、弊社として P景観マスタープランづ

くり」、「古い団地再生に伴う地元協議会連営のサ

ポート業務」、「都市住民をターゲットした農学校

づくり」など、新しい仕亊にチャレンジさせてい

ただきました。今年も、所員一同新たな仕事、遊

びに頑張っていきたいと思っていますので、よろ

しくお願いします
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アルパック・タグボート・フォーラムへのご参加、

ありがとうございました

昨年末に開催しました40周年記念事業「アルパッ

ク・タグボート・フォーラム」に、多数のご参加を

いただき、ありがとうございました。フォーラムには、

基調講演者・報告者を含めて約1卯名、タ方からの

交流懇親会には約1ω名の参加をいただきました。

当日会場で、後日電話やメールなどで、心暖まる

感想をたくさんいただきました。

・アルバックらしい取り組みで、しっかり楽しませ

ていただいた

・多彩な基調講演者と報告者によるお話は、新鮮で

面白かった

・フォーラムに参加されたいろいろな方と出会い、

知り合いになれて有意巽でした

・ Like a Tugboat (地域の曳き舟として)は、わか

りゃすぃコピーだった

このたびのフォーラムは、15名の所員による実

行委員会を組織して、 8月初旬から 12月まで9回

の会議を重ねて企画・準俳を進めてきました。テー

マ別まちづくり交流会のために、まちづくり展示と

して、30数テーマ、40枚近いパネルを作成しました。

まちづくりの最新情報と出会いの場を提供して、

参加者それぞれが気軽に交流していただけるように

努めましたが、フォーラムの運営上、いろいろと行

き届かない面もあったのではと反省しています。

今回のフォーラムの成果を生かして、社会の発展

と地域の課題解決のために、引き続き努力していき

たいと考えています。今後とも、皆様のご支援とご

指導をよろしくぉ願い申し上げます。

(代表取締役社長杉原五郎)

ーーー'T
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第1部:まちづくり講演会

造都市の時代佐々木雅幸さん(大阪市立大学都

市研究プラザ所長)

トップバッターの佐々木雅幸さんには、「創造都

市の時代~文化と創造性による都市再生~」をテー

マに講演していただきました。

「創造都市」の概念は、21世紀初頭から世界的に

広力ξりつつあり、バルセロナやポローニャ等力ξその

ひとつのモデルとなっています。また9,11事件を

転機に、文明の衝突やテロによる憎しみの連鎖を乗

り越えるために、「アートでお互いに心を開いて対

話しよう」ということが世界共通のテーマになりま

した。現在、「世界都市」から「創造都市」が世界

の潮流となり、「創造階級」「創造産業」が注目を染

めています。

こうした世界的な流れの中で、日本では、金沢で、

現代アートの拠点としての金沢21世紀現代美術館

の建設、横浜で、文化芸術創造都市事業本部の設耀

とバンクアートの活動など、各地で創造都市の取り

組みが進展しています。関西では、京都で、西陣町

家倶楽部の活動や新しい都市景観政策の採用、大阪

で、大阪都市創造市民会議ψりエイテイプ・大阪)

の発足など具体的な動きがでてきています。

「創造都市のグローバルネットワークが形成され

つつあり、それぞれの地域が発展していけるような

取り組みを進めていきたい」と、佐々木さんは熱く

語られました

劇場から始まるまちづくり中江裕司さん(映画監

、沖縄在住)

続いて、刈,縄で映画づくりを行っている中江裕司

さんから、「劇場から始まるまちづくり」をテーマ

に講演していただきました

京都の下鴨に生まれ育った中江さんは、琉球大学

に入学後、約27年間沖縄生活をされています 1972

年に沖縄は日本に復帰Lましたが、Π叩縄の人々の中

にある、本土の日本人に対する感情には複雑なもの

がある」と、中江さんは自らの体験を語ります

沖縄で18万人を動貝して大ヒット Lた「ナビイ

の恋」を一部上映し、その映画の登場人物・登川誠

仁さんという国宝級の三味線奏者について紹介され

4
0
周
年
記
念
事
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た

ア
ル
パ
ッ
ク

ー
ト



亀

ひとぎち,地域

ました。次に、「ホテル・ハイビスカス」を一部上映し、

基地のまち・辺野古での子どもたちを紹介して、「ひ

とがいないとまちは成り立たない、風景としても成

立しない」と、中江さんは語りました。

那覇にある「桜坂劇場」を再生し、映画の上映

だけでなく、ライプなどいろいろな取り組みを行っ

て集客に努力していることを具体的に紹介されまし

た。この桜坂劇場の再生が、実は、都Dに多くの人々

を集め、地域が活性化して、結果としてまちづくり

に繋がっていると、中江さんは淡々と、しかし実感

を込めてお話されました。

リーナルプロジェクトによる新たなマーケットの創造

藤原明さん(りそな銀行マネージャー)

3番目の講演者・藤原明さんには、企業と関係者

とのコラポレーションけ矧動)による新たなマーケッ

トの創造をテーマに、様々な取り組みを紹介してい

ただきました。

「リーナル」とは、りそな銀行の「RESONA と

地域をあらわす限EGIONAL」を組み合わせた造

語です。4年ほど前、公的資金の注入を受けた際に、

「新しい銀行像を創ろう」との銀行トップのメッセー

ジに応えて、藤原さん等を中心に新しい取り組みを

スタートさせました。「あらゆる業種の企業とのつ

きあいのある銀行の強みを活かして、企業問の連携

をコーディネートし、新しいマーケットを創造する

ところに銀行にしかできない特別な存在意裟がある

のではないか」と、藤原さんは考えました。

こうした視点から、「りそな力ード」rFM802 アー

トプロジェクト天神橋筋商店街まちおこし」な

ど多彩なりーナルプロジェクトを映像などを駆使し

て具体的に説明していただきましたクリエイター

やメディアなどとの連携にも取り組まれ、多くの

人々をプロジェクトに参画させることに成功してい

ることが生き生きと語られました。

3人の講演では、研究者、映画監督、銀行マンと

いう立場の違いはあれ、ひとを語り、文化とアート

を語り、地域の経済を活性化していくという点では、

大きな共通点があることを示唆しています今日の

日本社会が直面している課題を解決する道筋が少し

見えてきたと実感しました。(実行委貝杉原五郎)

第1分科会「幻世紀のまちの中心とは」

第 1分科会では、映画監督の中江裕司さんを

コメンテーターに、街なかの寺院を地域の文化、

社会活動の拠点に再生された應典院住職の秋田

光彦さん、神戸・新開地で実践タウンマネージ

ヤーとして様力なイベントや事業を展開されて

いる古田篤司さんをパネラーに御招きして、文

化や教育、アート、映画、宗教などの活動を通

して、「21'世紀のまちの中'心とは」をテーマに

話し合いました

新しいまちの活動の場とは?

20世紀末にまちの中心と言われた商店街や駅前

などが衰退しています。しかし、「遊休地」と呼ぱ

れた寺院や「怖い」と呼ばれた繁華街などに、これ

までとは違ったコトが起こり、これまでとは違った

人々が集まり、新しい出会いや交流が生まれていま

す。特に、斥象起をつなぐ共同社会」「コモンズの創造」

「まちのファンづくり」等のキーワードが提示され、

空問や拠点ではなく、人と人との関係性や人々の行

動そのもの、スピリチュアルの中にこそ、新しいま

ちの中心のあり方があるのではないかという問いか

けが印象的でした。

映画やアート、宗教を通し、生と死や時代を問う姿勢

また、まちづくりで映画やアートを語る場合

に、どうしても軽い印象を感じてしまうことが多

い巾で、映画やアート、宗教などを通して「生と

死」に真剣に向き合い、人問の弱さや感情の動き

の中で、次の時代を築いていくための問いを持ち

続ける姿勢が大切であることを3人のクロストー

クから学びました。

(副実行委員長大阪事務所中塚一)

6 ●ひと・弐ち・地域
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第2分科会「市民まちづくり連挟・継続を探る」

第2分科会は市民主導のまちづくり活動の長年の

継続的な取組の成果として、地域再生の順調な風を

吹かし続けている東京と京都の事例から、その原動

力とノウハウを学ぶことを目的に企画しました

東京の神楽坂地区で活躍する「NP0法人粋な

まちづくり倶楽部」の寺田弘理事長からまちづくり

活動との出会いから神楽坂のまちでの活動への参加

の経緯、そして神楽坂のまちづくりのポイントを紹

介して頂きました。その中でも「外からくる人に喜

ぱれるまち」となるために、「何事も住民と外来者

が組んでやりとげること一人がタテ糸とヨコ糸で上

手に織り込まれること」との言葉に、まちづくりの

現場での協働の意味を痛感しました。

京都の「歩いて暮らせるまちづくり推進会議」の

河野泰事務局長からは平成12年から住民・亭業者・

市民組織・行政が手をとりあって取組を継続してぃ

る「歩いて暮らせるまち」の活動紹介をして頂きま

した。多様な団体のネットワークのもと、自分たち

がしたいことを自分たちで活躍の場を見つける緩や

かな述営汗牙謹で継;売している周、いと、コンサルタン

トとしてまちへの恩返しの意味を持つ活動のモチベ

ーションのご披露を頂きました。まちづくり活動の

現場に飛び込む私たちの仲間の意識を本当に的硫に

表現して頂きました。

お二人の報告の後、第1部の「りそな銀行の藤原

明さん」も交えて意見交換を行いました。

市民まちづくり活動に対する関わり方、支援のタ

イミング、継続力、そして熱き思、い入れなどを参加

者のみなさんと共有することができました。

(実行委員長京都翊務所石本幸良)

こrと・長ち・地域

第3分科会「地域のなりわいとたたずまいを考える」

第3分科会では、佐々木雅幸さんをコメンテー

ターに、石見銀山で暮らしをデザインし続ける松

場大吉・登美さんをパネラーに御招きして、石見

銀山での暮らし、企業活動、まちづくりの実践と

創造都市論のコラポレーションを通して、「地域の

なりわいとたたずまいを考える」をテーマに話し

合いました。

非効率の中に宝物がいっぱい

何となく懐かしく、それでいて生き生きとした新

鮮さを発信し続ける石見銀山の魅力は、非効率の中

にある宝物探しにあるようです「都会が捨ててき

たモノを丁寧に拾い集め、今の暮らしに活かしてい

ます」とは登美さんのお言葉。「数字や効率性ぱか

りを追い求めると人のモラルは低下し、様々な場面

で害を引き起こします」とは大吉さんのお言葉。都

会者には耳の痛いお話です。

造的な日本(クリエイティブ・ジャパン)の胎動

創造都市論の補完として創造農村論の必要性を

説かれ、「都市と農村がそろってはじめて創造的な

日本が始まる」とは佐々木先生のお言葉。本物を

木気で楽しみながらつくるこだわりの創造が、効

率性を超えたまちの創造力になりうるのではない

でしょうか。

共利共生のまちづくり

3人のクロストークから、なりわいとたたずま

いの良好な関係には、「遊び心と夢を分け合う仲間」

と「丁寧な暮らしの実践」が必要だと感じました。

共に遊び、共に楽しみ、共に暮らす。そこには、人

問があり、手問があり、本問があります。

(実行委員大阪事務所森岡武)
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第3部テーマ別まちづくり交流会

40周年記念事業のテーマである「タグポート」

をキーワードに、近年取り組んできた数ある業務の

中から39テーマを選び、アルパックとしてこれら

の業務の中で何を牽引してきたのかを表すA1サイ

ズのパネルを作成しました。

これらのパネルは、すべてアルパック所員の手

作"により作成したもので、当日の会場では壁一

面に貼り出して、フォーラムに来られた方に見て

頂きました。また、業務に関係する地域・施設から

はパンフレットなどをご提供いただき、パネル前の

机に並べて、参加者にお配りしました

この交流会が他の地域のまちづくりを知るきっか

けになり、参加者の交流に結びつくぉ役に立てたな

ら幸いです。

<タグボートの一例>

・町式目・態章づくりによる市民合意の基礎づくり

・土地利用計画と両輪となる「地城づくり活動」の

掘り起こし

・環境学習プログラム実施支援と学習ツール開発

(実行委員大阪事務所高田剛司)

番外部交流懇親会

テーマ別まちづくり交流会のポスターセッション

の盛上がりでフォーラムは終了しましたが、新しい

出会いや旧交を温める余韻の酒席を持ちました便

利を第一に、セミナー会場地下1階の「愛のマイ箸

H意人運動」を展開している(株)マルシェグルー

プの'酔虎伝、を借り切り、立席でないプースに分

かれた和風の風変わりな会場となりました。

会型制ではあったのですが、講演者、コメンテー

ター、発表者と、アルパックとは馴染みの皆様はじ

め、仕事でご一緒している方々がご参加下さいまし

た既に宴の始まっているプースもある中、無礼講

ではありましたが、酔虎伝名物の陣太鼓を合図に、

森脇大阪事務所長が開会のあいさつ、三輪相談役の

乾杯でスタートその後、フォーラム会場の後片付

けを終えた所員が合流し、熱気の中、車椅子あり、

立ち話あり、ブースを越えた交流で、ノミニケーシヨ

ンが盛り上がりました。宴たけなわではありました

が、松本京都事務所長の中締めで、三々五々、大阪

天六のまちに繰り出した汰第です。

(実行委員大阪事務所馬場正哲)

゛
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京都のメインストリートの挑戦~その後

秋の深まりとともに、京都には昨年もたくさんの

みなさんが観光にお越し下さいました。師走も年の

瀬が押L迫る中、市民をはじめたくさんの来街者で、

京都都心はたいへん賑わいました。

京都の中でも一番の目抜き通り、四条通の地元商

店街「四条繁栄会」のまちづくりは、昨年も衡闘が

続きました。近年の取組を振り返りながら、今後の

「風格と華やぎのメインストリート」づくりの展望

をご案内したいと存じます。

四条繁栄会は、四条通の烏丸から鴨川まで、およ

そlkmに渡る京都最大規模の商店街です。組合員

の中には大丸・高島屋・阪急、・藤井大丸の4百貨店

をはじめ、呉服・茶道具・京小物などの老舗やブラ

ンドショップ、飲食・小売の名店などが軒を連ねて

います。

商店街の事業も極めて多岐に渡り、販売促進や

環境整備、広報誌「四条」の発行のほか、季節を彩

るアーケード装飾などが判り易いところでしょう。

当ニュースレターで度々紹介している KICS (LLC

きょうと情報力ードシステム)も、四条繁栄会がメ

インプレイヤーとして産み育ててこられた亊業で

す。これら全ての取組が広碇には「まちづくり」で

はありますが、紙面の都合もあり「景観・交通・沿

道土地利用」に係る取組に限定してご案内します

四条栄会におけるまちづくりの系譜

四条繁栄会におけるまちづくりの梨明期は、高度

経済成長前夜の昭和訟年、沿道店舗のあり方を示

した「四条繁栄会商店街環境整備規定」です。四条

通は商店街であるとともにビジネス街としての色合

いが強く、今もたくさんの銀行・証券会社が軒を連

ねています。一階部分の間口だけで見れぱ、総延長

の1/4は金融機関です(四条繁栄会調べ)。当該「環

境整備規定」では、一階部分の小売・飲食等の店舗

利用の促進と、金融機関の窓口業務終了後の設えに

ついて、戦争の記憶がまだ生々しい時剣に規定して

います

四条通のまちづくりで、第二のエポックとなった

ひと・達=,・地域

のは平成13年「基本理念」制定です。バブル狂乱

の中、四条通沿道でも地上げや老舗の廃業が起こり、

「失われた 10年」には金融機関の統廃合や、小学校

統合に伴う近隣への風俗店の出店などが恐過できな

い事態となりました。「四条通のあるべき姿を明確

にしないと、まちがダメになる」と危機感が高まり、

「基本理念」が定められました。

四条繁栄会におけるまちづくりの系譜

D 「環境整備規定」制定とバプル狂乱

昭和32年「環境整備規定」制定

第一次改訂昭和U年 ι.

昭和45年歩行者天国「四条ひろぱ」開催

昭和53年「環境整備規定」第二汰改訂

平成元年 第三次改訂力

バブル経済と崩壊(地上げ・相続問題等の発生、

ぱちんこ店の出店対策)

ひと・弐ち・地域●

(2)「失われた 10年」から新たなまちづくりへ

バプル後の長引く不況の中で四条通りも変化

,空きテナント問題/金融機関の続廃合

・老舗の転廃業/ドラッグストア等の出店

,小学校統合に伴う近隣への風俗店の激増

平成玲年「基本理念」策定

平成14年第一次「地区計画」策定要望

・「風格と華やぎのメインスドjート」を制標

,建物11塔部分への物販・飲食の立地誘導

・風俗店、共同住宅等の立地規制

平成15年「全国都市再生モデル鯏査」実施

平成16年第二次「地区計画」策定要望

,ぱちんこ店の立地規制

平成 16年「タクシーチケット鄭業」の笑施

・タクシーとの共存共栄を目指して

平成17年「交通環境改善に向けた要望沓」を京

都市長に提出

平成玲年金融機関とのまちづくり懇談会

平成玲年京都市「交通社会実験」実施に際し

た取組(YES/N0ポード&新剛意見広告)

9

心
地
よ
く
歩
け
る
京
都
・
四
条
を

目
指
し
て
京
都
事
務
所
高
野
隆
嗣



ひと3ぢ地域

平成14年以降、今日まで取り組まれている、地

区計画、都市再生モデル調査、タクシーチケット事

業など一連の事業は、この基本理念」に基づく事

業です(既に当ニュースレターで紹介しております。

V01」20、 125、 128、 132

四条通りにおける重点課題

四条通における今日的なまちづくりの重点課題

は、3点に集約されます。第一が、老舗や魅力的な

店舗の立地を誘導し、小売・飲食中心の華やぎある

商店街をつくること。京都では近年、四条鳥丸界隈

でお酒落な店舗の出店が続いていますが、四条繁栄

会の戦略と合致しています

重点課題の第二は、風格ある街並みや店舗景観を

形成すること昨年は京都市の景観条例が改正され、

四条通では原則として袖看板が設置できなくなりま

したが、この機会に新たな仕掛けを模素しています。

このお話は改めてまた別の機会に。

重点課題の第三は交通問題です。四条通の道路幅

員は訟m、このうち片側35mの歩道が2本あり

ますが、一日1千台にのほる路上駐輪があり、土日

ともなれぱ数万人を超える歩行者交通撮から、とて

もウインドウショッピ

ングどころではありま
^

せん。4車線ある車道

も、路上駐車とタクシー

が数珠繋ぎとなるため、

歩道側の車線が双方と

も機能していませんか

ら大変な渋滞です

「お越し戴いたみなさ.

んに、ゆったりと,D豊
,

かなひと時をお過ごし
.ー,

いただきたい」との願 ,

いから、四条通の歩道

拡幅と公共交通優先の

新たなルール作りにつ

いて、四条繁栄会は「心

地よく歩ける四条通

四季折々の装いも絶合事業(左:xm己S装飾、右:正月装飾)

の実現に向けた要望書」を平成17年12月に京都市

長に宛て提出しました。

京都市交通社会実験の実施n0ハ2~14)

この要望霄を踏まえて、関係機関等による検

討・準備が行われ、京都市の交通社会実験が昨秋

10月12日から 14日までの 3日間実施されまし

た。四条通における実験内容のポイントは以下の

通りです。

・四条通(烏丸~鴨川)の歩道を双方2倍程度に拡

幅(車道4車線を2車線に削減)

・四条通(烏丸~河原町)の車両通行をバス・タクシー

に限定(時間限定/マイカー・業務車両の排除)

タクシーベイの廃止&バスベイの再編成

・南北細街路の車両通行止め

実験当日の様子は、既に新聞等で再三報道されて

いるのでご存知の方も多いでしょう。広々した歩道

はストレスなく往来でき、道行く人の評価も上々。

数日前から集中的に路上駐輪の撤去も行われていた

ため、一屡すっきりした印象です

半減された車道もすっきりタクシーベイの廃止

で乗降に伴う渋滞も危恨されましたが、もともと歩

曳

ギ1
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拡幅された歩道で寛ぐ歩行者(07/10/13)

道側の車線は、路上駐車で「死に体」でしたから、

総量が減ったことの効果が勝るようです。むしろバ

ス停付近の歩道が狭くなるため混雑が酷く、バスベ

イも廃止すべきかもしれません。

課題もタップリー・

そもそもこの社会実験は、交通環境を改善する

ための施策に本格着手する前に、問題点を洗い出

して充分な対策を研究する且的で実施するもの

今回の実験は準備期間も短く、地域のみなさんは

じめ市民的な理解を拡げると言う点では荏だ未熟

であり、誤解や混乱、混雑を引き起こした面もあ

ります

先述の通り、四条通は車道も歩道もすっきりしま

したが、南北の細街路は全ての車両が通行止めとし

たため、混乱した車が一部で数珠繋ぎの大渋滞。自

転車も通行止めですから、ご近所のみなさんも閉口

されたようです。取組への理解と共感を拡げる努力

が必要です

四条通の将来像を問うYes/N0ボードを実施

先述の通り、今回の社会実験はあくまで「京都市

主催」であり、四条繁栄会が関係著として協力でき

ることには限界がありました。そこで四条繁栄会で

は、四条通りの交通環境のあり方を見画す契機とな

るような「新聞意見広告」を企画しました。

準備を進める中、愆見広告を折角出すならば、社

会実験当日に"用刈と「将来像」の賛否を問う

「Yes/N0 ポード」に取り組もうという話が持ち上

がり一急逓準備に取り掛かりました。社会実験の2

E1目にあたる 10 珂 13日(士)正午より、四条河原

町の三井住友銀行t四条禽小路のジュンク堂書店の

店頭、2箇所で総勢20名が道行く人に協力を呼び

かけました。アッという問に写真のような人だかり。

通行やお店の営業の妨げにならないかと、現場で私

は終始ヒヤヒヤでした。

タ方7時までに配布した投票用シールは 10.297

枚、投票に協力戴いたのは8.165枚(回収率79%)。

そのうち認%にのぽる 7,1郭枚が「現状よりも歩道

拡幅が望ましい」と投票して下さいました

^ 畔

仰条繋栄会主催「Yes/N0 ボード」の様子(07 10/13)

心かなひと時を過ごせる京都都心を!

Yesn、10ボードの結果を踏まえて、 10月25日の京

都新聞朝刊4面に全面カラーの意見広告を掲載する

とともに、「市民の皆さまが「し地よく歩ける四条通」

を実現するため」の意見&提案を募集しました。

社会実験当日に寄せられた意見と同様、ゆったり

と歩ける広い歩道に賛成する意見が多い中で、単な

る歩道拡幅に終わらせるのでなく、総合的な交通対

策、魅力的なまちづくり・店舗づくりを望む声が数

多く寄せられています。また、社会実験当日の混乱

と混雑に対する批判も根強いものがあります

京都市長は「3年後の本格実施」を明言されてい

ます。どのような形で実施するにしても、市民・事

業者・来街者と行政当局との対話をもとに、みんな

の知恵を染めて、今回の教訓をもとに対策を講ずる

ことが不可欠です。

四条通における挑戦はまだまだ続きます。四条界

隈の環境が良くなるだけでは、市民や来街者のみな

さんの気持ちを掴むことは出来ません心地よく

歩ける四条通」とあわせて、河原町・寺町・斜ト

条・・・烏丸まで、「心豊かなひと時を過ごせる京都都

心」の実現に向けて、微力ながら私たちもお役に立

てる一年になれば幸莚です

ひと・長ち・地域

剛

ーー゛

.゛'

四案繁栄会の意見広告(京都新聞07/10/25朝〒D

ひと'まち・地域● Ⅱ
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地域ぐるみの子育て、そのホ

ントノトコロへのアプローチ

、、

京都事務所廣部出

保育所施設の総合的な維持管

理・更新に係る計画策定など、お

手伝いする機会がありましたの

で、きんきょうとしてご提案な

ど少々

■イマドキの子育て世帯

一般に子育て期は、周産期・

乳幼児期の保健・医療や公園デ

ビューなどを通じた地域との関

わりのなかで、ある世帯が地域

生活者としての自己像を再構築

する時期であると言えそうです。

同時に、女性の働き方に制約が

加わりゃすい現実があり、「男は

仕事、女は家庭と仕事」という

新・性別役割分業が強化されが

ちなライフステージでもありま

すでは、ここしばらくの子育

て期の世帯を取り巻く状況はど

うでしょう。

■保育の社会化から就学前教育・

保育の一元化へ

高度成長を通じた人口の都市

集中と核家族化の進展などに伴

い、子育ての多くをひとり'嘩親が

担う社会が形作られてきました。

しかし子育ては、母親が単独で

担うことはもちろん、家族だけ

で担うことすら、難しいのが当

たり前です。そして、事実として

女性の社会進出が拡大したこと、

少子化対策が喫緊の国家的課題

と認融されたことなどを背景に、

地域社会が子育て支援として用

意する保育は「保育に欠ける子へ

の措置」から「誰もが二ーズに応

じたサービスを選択し利用する」

ものとなりました。

即ち、現在、子どもの「育ち」

を保障し、彼らを養育する世帯

がゆとりをもって子育てを楽L

めるよう、いっそうの保育の社

会化が図られているところです。

そして、ここに至って就学前児

童への教育と保育を仕分ける必

然性がますます希薄となり、よ

うやく(!)幼保の機能を併せ

持つ認定保育園の整備といった

状況も進んできています。

■「いやあ、子育てって、どえ

らく大変そうですね」

そうなんです。「女性偏重と

なっている子育て負担の軽減」な

どと長く言い過ぎてきています

ので、気がつけぱ「子育てのし

んどさ」ぱっかり宣伝している

ようなものここいらで「子育

てとは女性にとって負担が大き

いものである」なんて、たとえ

事実でもいたずらに強調するの

は止Lにしましょうそろそろ

「男性が子育ての喜びを十分に享

受できなくて可哀想だ」とか言っ

ちゃうべきですよ、たぶん。

■閑話休題。

さて、ワーク・ライフ・インテ

グレーションという呪文のよう

な言葉が徐々に普及してきてい

ますが、ご存知でしょうか従来、

ワーク・ライフ・バランスという

言葉で「仕事と生活を対遣させて

そのバランスを大切にしましょ

う」という表現がなされてきまし

た。これに対して「そもそも仕事

と生活は単に利害相対するもの

ではない」「仕事を自らのライフ

スタイルのなかでどのような位

置づけとするかを重視すべきで

ある」という考え方によって「統

合」を意味するインテグレーショ

ンという表現が用いられている

わけです。

臣コミュニティ・ワーカーを、子

育て支援施設に!

ある世帯が自らを社会化させ

ていく上でかなり重要な子育て

期。ここに、地域の保育所や幼

稚園は一定以上の親密な関わり

を持ちます今後さらに積極的

に関わることが求められるなか

で、それぞれの世帯のワーク・ラ

イフ・インテグレーションをソー

シャルワークの立場から支援す

る機能が付与されるとすると、な

んだかとてもいいことのような

気がしませんか?

ですので、どちらかで保育所

の統廃合や認定保育園の整備な

どお考えでしたら、地域に出向

いて活動できるコミュニティ・

ワーカーを 1名、新設施設に配

世することをお勧めしたいので

す世代間で主体としての連続

性が少子化によって途切れがち

な親世代(ニュースレター 120

号参照)をつなぐなど、子育て

支援の市民活動の展開にも貢献

できるでしょうし、虐待防止ネッ

トワークの核となるかもしれま

せん。地域福祉活動の担い手が

継続的に批出される社会装世の

ひとつとなることなども、期待

できるに違いありません。

12 ●きんきょう



高瀬川に展示された彫刻

京都の繁華街を芸術・文化で

盛り上げる木屋町の挑戦!!

まなびや2007~芸祭~の開催

京都事務所山崎裕行

今回の舞台について

京都の繁華街の一角を担う木

屋町界隈。河原町通と鴨川の間

にあり、交通アクセスが良好なこ

の界隈には、連日連夜、学生、観

光客をはじめ、多くの人で賑わっ

ています。

その木屋町界隈のメインスト

リート、木屋町通の三条通と四

条通の中ほどに、都心部の人口減

少のために、統廃合された小学校

のーつである元・立誠小学校(以

下、立誠校)があります。この

立誠校が今回の舞台です。

まなびやとは?

さわやかな秋空の下、10月肋日

(土)、 21日(日)に、立1畊文で「ま

なびゃネ刃7~芸祭~」が開催され

ました。まなびゃはネ脱年度から

始まった取組で、今年で6回目です。

取組のキッカケは、 1994年の

廃校後に風営法の規制が外れた

ことで学校周辺に属U谷店が乱立

し、地域のイメージが悪化した

ことです。界隈の新たな魅力と

して文化・芸術の発信を通じて

新Lい来街者を迎え、地域の荒廃

立誠校が誇るグランドピアノ

を止め再生しようと、立誠学区

各種団体を中心とする地元住民、

市民団体、学生ポランティアな

どが立ち上がりました。校舎を

利用するということで様々な制

限がある中、多くの方のエネル

ギーと智恵を導入Lて、共同ワー

クで続けられています。

今回は、高瀬川での彫刻展を

はじめ、校舎内の各教室では京

都を拠点に活躍されているアー

ティストの作品やエコロジーを

キーワードにデザインされた風

呂敷、空き缶アートなどの展示、

廃油を利用したエコ・キャンドル

づくりのワークショップなどが

行われました。他にも、士曜日に

は中庭や旧職員室を利用した力

フ工でのシネマ・クラシックス

コンサート、 E1晞日には講堂で、

現在、木屋町を研究拠点として

いる立命館大学政策科学部の学

生によるシンポジウムなどが行

われました。

両日への参加で、特に興味深

かったのが高瀬川の彫刻と空き

缶7ートです。

まず高瀬川普段、あまり気に

留めることがなく、横を通るだけ

でしたが、突如として現れた彫刻

に幽ずと視線が川全体に 0

目を向けて初めて気づく餌を求め

る鷺や小,島の姿に、ま

ちなかの川でも、多様

な生物を青んでいるの

だなと感'e、しました。

そして空き缶アー

ト正直、空き缶で、

何が出来るのだろう

と思っていました。し

かし、空き缶を巧みに

折ったり、曲げた"、

き1しき'う

また様々な色、大きさのものを

組み合わせることで、本当に空き

缶?と思ってしまう作品ぱかり。

作品の仕上がりと作家の技撮に

ただただ驚くばかりでした。

立誠校のここに注目!!

さて、今回の錘台である立誠

校京都に残る番組小学校のーつ

でもあり、地域の方の心の拠り所

ともなっています。校舎には普段

は入ることはできませんが、本年

度は京都市が推進する「文化芸術

による地域のまちづくりモデル

事業」の拠点として、ここ立誠校

が位置付けられてぃます。「まな

びゃ」以外にも 1月、 2月、 3月

で様々な文化・芸術に関するイベ

ントが行われる予定で、校舎内に

入ることが出来るかも!!その

時にゞ注目してもらいたいのが講

堂にあるグランドピアノ。ドイッ

のグロトリアン・スタインヴェッ

ヒ社製のビアノは、校舎が現在

の土佐藩邸跡に建てられた昭和

2年からあるとのことなので、少

なくとも 80年以上、一説による

と日露戦争の戦利品とも言われ、

100年以上前に造られたものでは

ないか、とされています。実は、

立誠校にやってきた経緯につい

て地元の方でもよくは知らない

とのこと 0

おわりに

京都事務所では本年度、立誠

校の跡地活用に向けた基本方針

を策定する業務のお手伝いをさ

せていただいています。

文化・芸術を切り口に新たな魅

力を発信している木屋町。今後、

どのように魅力を磨いていくか

月が離せません!!是非、来て、

見て、感じて、Fさい。

●呼
釦
^^

きんきょう●

立誠校の正面
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大都市と連携して地域の再生

を図る事業モデルの確立に向

けて~事例紹介京都美山~

京都事務所大久保悠子

、、

大都市遠郊部における地城再生

のモデルの研究

アルパックニュースレター

(V01.144)でご紹介した「大都市

遠郊部における地域活性化」の

研究の続報をお届けします。大都

市遠郊部とは大都市より2時間

程度離れた地域を指し、当研究は

こうした地理的・資金的・人的な

制約から内発的のみの地域再生

が困難な地域において、地域主導

型の内発的振興事業を立上げる

際のセオリーづくりの試みです。

研究会メンバーが活躍する地

域を対象に近畿や九州の地域関

係者へのヒアリング調査並びに

事例踏査を実施しました。各地

域における事業立上げ期と、展

開期のプロセスを追うことが目

的です(図D。

仮説として「地城活性化の動き

は個々の事業化のサイクルが創発

され続けることで、事業の陳腐化

を防ぎ、持続する」とみています。

取り組みの背景

京都府美山(南丹市)の事例で

は、国の減反政策によって、農業

と集落形態の崩壊が余儀なくさ

れた経緯が背景にあります。農

家の行政に対する信頼度は著し

く低下し、両者の信頼関係の回復

には、4年の歳月がかかりました。

主要な業

第一期の村おこし事業は、生

活基盤を守るための田んぽの整

備が最大の目的。集落の意向をい

ち早くまとめたところの整備事

業化をモデルとして他の集落の

亀

茅葺民家

一体感への機運も盛上げ、全ての

集落での整備が達成されました。

第二期の村おこしは、田んぼ

の整備の成功で一躍脚光を浴び、

全国からの視察客が殺到したの

で集客&宿泊拠点の整備を手掛

けた事がきっかけでした。観光

拠点施設として、町営自然文化村

を開業、茅葺民家の重要伝統的建

造物群保存地区指定に合わせた

観光開発に取り組みました。ふる

さと(株)を設立し、定住促逕の

ために住宅斡旋や相談等を手が

けたことで、最高時には年商数

億円に達しました。また都市から

の移住や都市への特産品持込販

売により、都市農村交流や 1ター

ンの拡大に繋がったわけです。

一方、村おこし事業と並行し

て、特産品開発に昭和40年代よ

り取り組んできました。契機は地

場産品のなめこの商品化に取り

組んだ芦生集落の自治研究活動

まで遡ります。また昭和60年代

には「美山牛乳」、平成7年以降「美

山名水」等、地域資源の活用を進

めてきました。そしてこれら特

産品を取り扱う「ふらっと美山」

や道の駅の開業により、美山の経

済振興基盤が確立されたのです。

業の成果と成功要因

観光関連の旧村GDPはゼロで

あったのが数十億円にまで伸張し

ました。こうした成果は集落住民

の達成感と誇りに繋がっています。

田んぽの整備、集客&宿泊拠点の

整備、特産品開発事業の取り組みを

通して、地域内に「経済基盤を確立」

したことが最大の成功要因と言え

ます各種メディアを上手く活用

した相乗効果も大きいでしょう

課題&展望

美山の地域再生の取り組みにお

ける今後の課題は、市町村合併(南

丹市)に伴う行政支援の希薄化と

住民意欲の減退です。行政の支援

やりードを得てきたとはいえ、よ

うやく民主導の動きへ転換してき

た流れを逆行させることのないよ

う、住民の発意やイニシアチブを

保つことが最重要課題です。

今後の展開は、都会と田舎で半

分ずつ暮らすライフスタイルの

更なる普及により、既存のストッ

ク活用等、美山のポテンシャル

を最大限活用していくことです。

次回以降のニュースレターで、他

の地域事例も含め一般化した、地

城の再生を図る事業モデルにつ

いて報告していきます。

ふらっと美山
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地域全体の活性化軸

畢婁向に分郁すると
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図1 事業の展開と地域全体の活性化の関係
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「2015年アジアの未来」

著者日本貿易会「2015年アジア」

特別研究会

発行東洋経済新報社

本誓は商社マンが共同執筆したも

ので、「成長するアジア」「世界の工

場・中国」などの実態がりアルでわ

かりゃすく示されるとともに、アジ

MEDIA WATCH

アへの貢献に関する商社マンの気概や自負に溢

れています

中国の急成長とその影響

世界の粗鋼生産是は、過去30年近く年間7億

トン台で推移してきましたが、 20Ⅸ)年に8億ト

ンを越え、 2004年には 10億トンの大台を突破し

たように、急、増を続けていますこの最大の要

因が、中国の鉄鋼生産国・消賞国としての台頭

です。中国は世界最大の鉄鋼生産国で、2005年

の粗鋼生産景は3億トンを超え、全世界の25%

を占めるに至っています。

石油需要も激変しています。世界の石油需要

の増加ペースが加速度的に速まっています。世

界の石油需要が日呈1000万バレル(以下b/dと

略)増加する期間は、 1977年の印00万 b/d か

ら 1995年の7000万b d まで 18年かかり、その

8年後の2003年に 80Ⅸ)万b d に達してぃます。

次の9000万 b d は、 4年後の 2009年と予想さ

れていますそして、この石油需要増加の半分は、

米国と中国によるものです。

ちなみに、日本の石油需要は530~540万b/d

で、過去25年問ほとんど増えていません。世界

の石油需要の激変を眺めると、最近のガソリン

値上げの背景が理解できます。

中国における今後の発展の制約

今のところ好調な中国経済ですが、今後の制

約についても触れられてぃます。環境、エネル

ギー、水資源、地域間格差など、既に各方面で

指摘されているとおりです。

あわせて「人」の問題が、将来の制約のーつ

として指摘されており、興味深く読みました。

.

すなわち、最近の中国では「小皇帝

という問題があるようです。これは、

四二一家族(夫婦双方が一人っ子で子

供が一人、双方の両親4人を加えた家

1)'",!がⅡ 11
リ1,皿●ま

紹介者大阪事務所森脇宏

族)が増えており、 6人の大人に甘やかされた

子供が「小皇帝」として家庭に君臨する構造で、

こうした子供が未来の中国を担えるのか、とい

う議論もあるようです。

2m5年のアジアの構図

こうした幾つかの課題を抱えながら、中国は

著しく成長していますが、他のB R IC S (プ

ラジル、ロシア、インド)も類似の成長が始まっ

ています。

B R I C S の動向も踏まえ、本書では2015年

のアジアの構図を、日本、中国、インドという

中核3ケ国に加え、アジアに利害を有す米国、

ロシア、中央アジア・中東産油国、拡大E Uと

いう4つの国・地域が市場と覇権を争うだろう

と見ています。この中で、日本政府が仲介国の

役割が果たせるかというと、実績や国際社会で

のプレゼンスが低いため難しく、むしろ日本の

民問企業が主体となって、ビジネスを通してこ

れら超大国問のバランサーの役割を果たせぱ、

どこもアジアの覇権国家になれないだろうし、

超大国同士の乳蝶を緩和することも可能になる

と、述べられています。そして、その先鋒を日

本の商社が務めたいと、商社マンの気概と自負

が述べられています。

商社の役割の件は別として、将来のアジアの

構図や仲介者の必要性は、かなり説得力がある

と思、いました。歴史的にアジアとのつながりが

深い関西産業が、積極的にアジアの発展と平和

に貢献することができないだろうか、と最後に

考えた次第です。
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今、小金井が面白い(その2)

~商店街と地域住民とのふれあい&交流イベント~

東京事務所/黒崎晋司

前号につづき、東京都小金井市の商店街による

地域活性化の取り組みを紹介します

昨年Ⅱ河 10日(士)、商店街を歩いて楽しん

でもらうことを圃的に商店街主催のイベントが

開催されました。あいにくの雨天にもかかわら

ず、老若男女、親子連れなど、約 1000人の参加

のもと、一時的に歩道に参加者が溢れるなどの大

盛況でした。

クイズラリーと子どもお祭り広場

昼問のイベントでは、商店街の各店舗内にお店

にちなんだクイズを貼り出し、このクイズに回答

しながら歩いてもらうクイズラリー形式の催しと、

お祭り広場で用意した輪投げなどのゲームや大道

々ゞ＼
ぜ'?

00 广

ヅ

芸を子どもたちを中心に楽しんでもらいました。

イベント開催中、各店舖の店主と参加者が談笑

している姿があちこちに見られ、初めてのお店に

入った参加者からは「こんなに素敵なお店が近所

にあったんですね。」といった声も開かれました。

子どもお祭り広場では、イベント当日手伝いに来

てくれた地元サッカークラプの小学生たちが、商

店街のハッピを新て幼い子どもたちにゲームの

説明をしたり、お地蔵さん姿で参加した坊主頭の

幼い子どもが参加者から頭を撫でられニコニコ

しているといった微笑ましい光景もありました。

六地蔵敷地でキャンドルナイト

タ暮れ時からは、井戸水の出る六地蔵敷地での

キャンドルナイトを行いました。

六地蔵建立300周年にちなんだ300本のロウソ

ケに幻'が燈ると一面幻想的な空問が出現L、商店

街と地域住民とのふれあい&交流の1日は、荘厳

な雰囲気に包まれつつ幕を閉じたのでした。

※商店街によるお地蔵さんの設母や、 NP0によ

るコミュニティ・ビジネスの取り組みについては、

アルパックニュースレター、次回以降につづく

A
n

ノ
重

アルパック(掬地域計画建築研究所
http://WWW.arpak.CO.jp E・mailinfo@arpak.CO.jp

杜本

京都φ務所〒600.8007 京都市下京区四条通リ高西入立売西町82 TEU075)221.5132

大阪亦務所〒540-0001 大級市中央区城見 14.70住左生命OBPプラザビル15F TEU06)6942-5732

名古屋事務所〒460,0003 名古屋市中区錦1・19・24名古屋第ーピル8F TEL(052)202.1411

東京事務所〒160-0001 輿京都新宿区片町1.20萩原ビル3F TEU03)32269133

九州事務所(株)よかネット〒810・0802 福岡市博多区中洲中島町38福岡バールビル8FTEU092)283・2121
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写真上下:イペントの様子
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キャンドルナイトの様子

FAX(075)256・1764

FAXΦ6)69417478

FAX(052)220.3760

FAXΦ3)32269560

FAX(092)283.2128


